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第 2回シ ンポジウム開催 の お知らせ

“名古屋シンポ ジウム"

女性科学研究者の環境改善 に関する懇談会 i

(JArCOWS)&愛 知 女性研究者の会 共催

「女性研究者 とキャン´ゞス |セクシエアリレ,″ ラヽス

:メ ント」|

日時:1996年 12月 14日 (土 )午後1時半か ら4時半

場所:ウ イルあいち(愛知 県女性総合セ ンター)

8052(962)2511-3

資料代 1500円

―
プログラム W―議

開会挨拶 一番 ヶ瀬康子
(前日本嘲陰謡 ,JAICOWS会長,粛甲幣)

「学術会議・ JAICOWSの取 り組み」  島田淳子
(琳犠 :諮6絵員,お茶のは女子鮮)

「セクハ ラ裁判のなかで考える」  月ヽ野和子
(東紺 鮮)

「愛知女性研究者の会 "大学におけるセクシュ

アル・ ハラスメント実態調査"」 吉田あけみ
(南側馴脚l)

「セクシュアル・ハラス メ ントと女性研究者の

人権」             武田万里子
(鋭槻鮮)

〈問い合わせ先および懇親会申 し込み先〉

◎愛知女性研究者の会
〒474大府市横根町名高山55

中京女子大学健康科学部 藤沢研究室
8  (0562)46-1292 (内 線  373)

◎女性科学研究者の環境改善に関する懇談会
〒H2東京都文京区大塚2-1-1

お茶の水女子大学生活科学部 島田研究室
FAX (03)5978-5760

ЛfcarH 『女性研究者の可能性をさぐる』

(ドメス出版)1996年 10月刊行予定

一番ヶ瀬康子

昨年末のシンポジウムの記録を中心にし,下記
のような内容の本が刊行されます。乞ご期待とと

もに,ご宣伝,ご販売のほどよろ しくお願いします。

『女性研究者の可能性をさぐる』(ドメス出版 )

一 女性科学研究者の環境改善をめざして

l JAIC07S(女 性科学研究者の環境改善に関する
懇談会)と は 一番ヶ瀬康子

2女性科学研究者の環境改善の緊急性について
の提言(94.5)

3日 本学術会議への要望書

シンポジウム・ 女性研究者の環境改善をめ

ざして

1女性の理工系分野への進学 とその背景・大学

[デ ィスカ ッション]

まとめと閉会の挨拶

司会

安:り |1悦子
(前日本学徹舗絵員,名古屋市立女硼 鮮)

原ひろ子(お茶の水好鮮)

吉田啓子鋼 糊回辮 )

シンポジウム終了後5時半 より懇親会を行います.

会費は5000円 です。 参カロを希望される方はでき
る限り12月 5日 までにお申 し込みください。

会場まで:・ 地下鉄「市役所」121出口東へ徒歩約iO分

・名鉄瀬戸線「期浮」南へ徒歩駒8分

・基幹ハ
゛
ス「市役所」東へ徒歩約10分

・tri・ ス幹120名古馴:―上飯田町「融資‖館南」北へ徒歩約5分

婦人協会の調査から

2女性科学研究者への期待

田中正子

猿橋勝子

3女性科学研究者 に期待するもの 。これまでの

調査を踏まえて         板東昌子

4女性研究者の環境改善に対す る期待
原ひろ子
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5三省 庁からのコメン ト

◆女性 研究者の現状に関する基礎調査から
科学技術庁  市橋正生

|ア メ リカの女性研究者の現状
文部省  板東久美子

◆厚生省における女性 研究者の場合
厚生省 伊藤雅治

6会場発言から

7シ ンポのまとめ

資料編

女性 の理工系分罪予へ の進学とその背景 (大学婦
人協会 95.3)

科学研究におけるジェンダーの問題 (安り|1悦子
95.5)

(180頁 , 予定 1500円 , ドメス出版)

月刊『錯綸 の動向』 10月 号

「女性科 学研究者」特集 号発行のお知 らせ

‐女性科学研究者についての情報満載 ‐

島田淳子

日本学術会議は,従来 その活動内容を学術会議

月報によ りお知らせして きましたが,本年 4月 よ

りこれを月刊『学術の動 向』へと切り替 わりまし

た。『学術 の動向』はA4版で約100頁.情報メディ

アとしての性能はぐんと レベルアップ しています.

発行は 日本学術協力財団 ,編集委員長は第 5部副

部長の大橋秀雄工学院大学学長, 1～ 7部までの

各部から委員が出ており, 顧間は日本学術会議副

会長利谷信義お茶の水女子大学教授です。島田も

編集委員 です.毎号執筆者名の欄にぜひ女性の名

前を入れ たいと思ってい ます。すでに何名かの方

にはご無理 なお願いを してご執筆いただ き,本当

にありが とうございました。みなさまもご協力ぜ

ひよろしくお願いします 。

さて, 来 たる10月 号 は「女性科学研究者」特

集号です。利谷副会長と,JA ICOWS役 員 と してご活

躍の浅倉 むつ子,大野濠 さんに座談会「 明日を拓

く女性科学研究者」を していただきま した.女性

研究者を取 り巻く諸問題 に鋭いメスを入 れてもヽま

す.ま た, 猿橋勝子先生 ,安川悦子先生 を始め,多

くの方々か ら貴重な提言 を頂いています。学術会

議の女性科学研究者に関する声明,そ の他の活動

内容がすべて網 羅されているほか,女性科学研究

者の実態に関す る情報も掲載 されています。 これ

については原 ひ ろ子お茶の水女子大学ジェンダー

研究センター教 授の全面的な ご協力を頂きま した。

い うならば,現代女鼎 学研究者事典とい って も

よいでしょう。 (ち ょっとほめ過ぎ?)と もあれ ,

男女を問わず多 くの方々にぜひ御一読頂きたいと

思います.

なお,月 刊『学術の動向』領価は,1部 ¥700,

一年間定期購読 はY7500(税・送料込み)です。

お申込みは日本学術協力財団, 8(03)3403-9788,

FAX(03)5410-1822ま で.

【海外の話題】『学術の動向』 10月号より

大隅正子

近年,女性科学者のあらゆる分野での活躍がめ

ざましいが, その先駆者である猿橋勝子先生が世

界の女性科学者の中から選ばれた10人の中の 1人 と

して,Lisa Yount著 “TWent ieth― Century WOmen

Scientists"の 中で紹介されている。私達 日本人

女性科学者としては誠に喜ば しいことである。

そこで,上の書中で紹介されている,猿橋先生

の紹介記事の要約を以下に紹介する。

科学者の中には,地球の未来は大変暗いのでは

ないかという者 もいる。地球の気温上昇によ り,

極地の氷冠が溶 ける結果,海面は上昇し,沿岸の都

市は埋没し,農地全体が砂漠化する恐れがあると

いうのである。 このようなことが起こるかもしれ

ないのは,地球大気中の二酸化炭素 (C02)が現在

増加しつつあるからである。 C02の増加の大部分

は,石炭や石油などの化石燃料を人間が燃や した

ことにより生 じたものであろう。C02は ,太陽輻射

熱が地球大気か ら宇宙へ放射す るのを妨げるので,

∞ 2の増加は地球の温度上昇を招 くだろう.こ の

「温室効果」が起こる確率と, 実際起きた場合に,

どの程度深刻な ものになるかについては,科学者

の見解は一致 していない.だが,温室効果に対す

る懸念から,地球化学者は近年大気中のC02の 量を

注意深く観察す るようになった。 しかし,45年前

には猿橋勝子という日本人科学者を除いては,大
気中の∞2について深く考える人はいなかった。

●
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∞ 2を空気中からとりこみ,且つ,空気中へ放出する

性質がある海水中の C02の 行動に関する初期の研究

を猿橋は行った。彼女はまた,核実験によって生 じ

る放射性降下物の危 険を示す調査研究をした。

猿橋は,地球化学の先駆的な研究業績により,数

々の賞を受賞した。 1980年 ,日 本学術会議に女性 と

して初当選し,1981年には,「原子力の平和的利用

についての研究 と女性科学者の地位向上に対する

努力」により,エイ ボン女性大賞を受賞した。 さ

らに,1985年には地球化学研究協会学術賞・三宅

賞を受賞した。現在 まで,猿橋以外にこの賞を受

賞 した女性はいない。最近では1998年 に,日 本海

水学会から田中賞を受賞した。現在は,日 本地球化

学会 と日本海洋学会の名誉会員を務める。

これまで受けた数 々の賞よりも,猿橋にとって

はるかに重要なのは,彼女が女性科学者のために

1980年 に創設した賞 である。この賞は,彼女が気象

研究所地球化学研究部長を退官 した際に寄せられ

た祝金から生まれた。彼女はその全額を「女性科

学者に明るい未来をの会」の設立基金にあてた。

本会の目的の一つ は,日 本の女性科学者のおか

れた `暗い状況 'に ,ひとすじの光をあてること

であった.それ以前 にも彼女は,1958年に女性科学

者の組織として,「 日本婦人科学者の会」を創立 し

ていた。 猿橋賞は,自然科学の分野で顕著な研究

業績をあげた50歳未 満の日本人女性科学者一名に

毎年与えられるものである。賞金は比較的少額だ

が,本賞がもたらす 高い評価こそが,こ の賞の主

たる価値なのである。

【科学研究費補助金交付について】

原ひろ子

平成 8年度文部省科学研究費補助金(基盤研究

(A)(1))に よる「科学研究者の環境に関する調査研

究―男女比較を中心 に」(課題番号 08301023)の 申請

を しておりましたところ)交付されました。平成

9年度に関しても内定が参りま した。

研究の目的:戦後 50年を経過した今 日,4年制大学

に学ぶ女性は3割,大学院に学ぶ女性は2割 となった

が,4年制大学の女性教員は,ま だ 1割を占める程度

にす ぎない.依然 と して学術研究に女性が占める割

合は少数である.こ のよ うな状況に照 らして,われ

われの研究は,平成6年5月 の日本学術会議の女性科

学研究者 についての提言 を具体化することを目標

に,女性科学研究者をと りまく研究環境 の実態を男

女比較調査を通してあき らかにして,そ の改善のた

めの方策を検討する。

われわれの研究集団と しての特色は, 学術会議

の7部門に分けられた全 ての学問分野に所属する

女性研究者が参加してい ることである。 その強み

を活か し,こ の調査研究ιま,(1)各学会における諸

活動への男女の参画状況 の調査,お よび (2)各学会

に所属す る男女研究者個人を対象とす るアンケー

ト調査を実施し,さ らに(3)少数例の聞き書きを行

う。この3種類の方法を用いて,学会別に男女研究

者育成体制が施行されている際の決定要因をさぐ

る。

平成 8年度 :ア ンケー ト調査および学会別状況調

査の実施 .

平成 9年度予定:少数例 の聞き書きおよび諸資料

の調査結果の分析.

研究組織 : 研究代表者  原ひろ子.

研究分担者 齢 むつ子 ,池田裕恵,石井摩耶子,

一番ヶ瀬康子,岩崎芳枝,大限正子 , 大野涼,

垣本由紀子,加藤春恵子 ,木野内清子. 玄番央恵,

小島操子 ,島 田淳子,島村ネL子,下村道子,田端

光美, 土器屋由紀子, 鳥居淳子,直井道子,永井

玲子,丹羽雅子,馬場房子 ,森島啓子 .

以上 ,24名 .

【活動報告 (1995年 9月 ～ 1996年 9月 )】

石井摩耶子

◇1995年 9月 15ロ ニュースレター創刊号発干J.

01995年 9月 29日 第4回役員会(シ ンポジウム準備,

勉強会の計画,米加入者への対応 )。

01995年 H月 4日 第5回役員会(シ ンポ ジウム準

備,科学研究費補助金申請の件)。

01995年 H月 4日 第2回勉強会「女性研究者への

期待―これまでの研究を3、 まえて一」

お話 : 猿橋勝子 0板東昌子先生 .

出席者約30名 .終了後懇親会 .



01995年 11月 …… 平成8年度科学研究費(総合研究

A「科学研究者の環境に関する調査研究―男女

比較を中心に一」(研究代表者 原ひろ子)申 請 .

◇1995年 12月 15日 シンポジウム「女性科学研究者

の環境改善をめざして」(日 本学術会議と共催 )

開催.

シンポジス ト:田中正子・猿橋勝子・板東昌子

・原ひろ子の各先生.

コメント:市橋正生(科学技術庁科学技術研究

所上席研究官 )・ 板東久美子(文部省生涯学習局

婦人教育課長 )・伊藤雅治(厚生省審議官)の各

氏.

◇1996年 1月 5日  日本学術会議第二常置委員会に

対して「要望書」提出.

(第 15期総会における「女性科学研究者の環

境改善の緊急性についての提言」の早期実現 ,

とくに科学研究費の申請者枠拡大と不服申立

制度の確立を要請).

◇1906年 2月 2日  第6回役員会(要望書の具体的

申入内容,新刊の『学術の動向』に毎回寄稿

する件).

01996年 2月 15日  上記要望書について役員会と

日本学術会議第二常置委員会 との話し合い。

◇1996年 4月 2日  第7回役員会(要望書提出後の

動き,総会準備 )。

01996年 4月 2日  第3回 (定例)総会 .

◇1996年 4月 18日  要望書についてその後の経過

報告を,第二常置委員会の中塚明委員長より

聞く。

01996年 4月 ― F学術の動向』創刊号に一番ヶ瀬

会長のJAICOWSについての原稿掲載される。

以後,毎号にJA ICOWSメ ンバーの寄稿開始.

01996年 5月 17日  文部省に申請中であった平成

8年度科学研究費補助金交付内定(平成8年度

820万円,9年度 680万円)に伴い,交付申請

書を提出.

◇1996年 5月 17日  第3回勉強会 テーマ:「若手

女性研究者の状況と問題点について」.

お話:佐藤豪先生(日 本学術会議「研究者の

要請・確保と教育」特別委員会委員長 ).

01996年 6月 5日 第8回役員会(科研費交付内定に

より,研究組織スター ト,第 2回 シンポジウム

を1996年 12月 14日 名古屋で開催するこを決定).

01996年 7月 26日 第9回役員会(ニ ュースレター

第2号の内容,F学術の動向J10月 号 "女性科

学研究者特集"の件 ).

01996年 7月 26日 科学研究費プロジェク ト打合

せ会 .

01996年 9月 13日 第10回役員会(名 古屋 シンポ

ジウム 《愛知女性研究者の会と共催》準備,

次回総会は1997年3月 31日 開催の予定 ).

01996年 10月 15日 ニュースレター第2号発千J.

【第4回総会のお知らせ】

1997年 3月 31日 (月 ) 15:00-17:00

日本学術会議

東京都港区六 本木 7-22-34
地下鉄千代田線「乃木坂」駅 下車,青 山
霊園方面出口徒歩 1分

Tel:(03)3403-6291

報告事項 :(1)1996年度活動報告
(2)1996年度会計報告
(3)1996年 度会計監査報告
(4)そ の他

協議事項 :(1)1997年度活動報告
(2)1997年度予算案
(3)そ の他

訃報

会員 のお二人が逝去 されました。

謹ん で哀悼の意を表 します。

大谷陽子 (6部, 1995年 12月 8日 )

篠塚員1子 (5部,1996年 2月 21日 )
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1女性科学研究者の環境 改善に関する懇 談会
:Japanese Association for the llnprovelnent

i of Collditions of Women Scientists)
|【連絡先】 島田淳子

| 〒112文京区大塚 211-1.
: お茶 の水女子大学生活科学部

:   Tel: 03-5978-576

時

所

日

場
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1, Fax: 03-5978-5760。


